予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名　新　活火山登山届出促進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

危機管理部　防災課　救助・防災係　電話番号：058-272-1111（内3347）

　　　　　　　E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　        　　　 15,862千円（前年度予算額： 0千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	15,862
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,862

	決定額
	14,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	14,000


（１）要求の趣旨（現状と課題）

　　　昨年９月に発生した御嶽山の噴火では多数の犠牲者を出し、戦後最大の火山災害となったが、火山災害発生の予測が非常に困難である中、活火山登山の危険性に高い意識を持つことの必要性や、万が一遭難した場合の迅速な安否確認及び捜索救助に向けた登山届の重要性が指摘されている。

そのため、岐阜県北アルプス地区における山岳遭難の防止に関する条例の一部を改正し、登山届義務化の対象範囲に、火山ハザードマップが作成されている御嶽山及び焼岳を追加し、現在、条例の施行（平成27年４月１日）に向け、地元関係者等とも調整をしているところ。

今後は、条例の運用体制を整備することが必要である。

（２）事業内容

○提出義務化及び過料適用の境界を示す看板の設置
　　　御嶽山及び焼岳の登山道に提出義務化及び過料適用の境界を示す看板を設置。
　　　○改正条例に伴う事務執行事務費

・条例施行後、御嶽山における登山届の回収、受理、整理等を地元の団体に委託するする経費

○登山届の管理体制・指導体制の確保

・登山届の義務化や山岳遭難防止に係る指導を委託する経費

○条例に関する関係団体等との調整
・条例に関し、地元関係者、関係官庁、隣接県、主要山岳団体、有識者と調整、説明、条例の周知等を実施

・白山及び乗鞍岳におけるハザードマップ作成を見据えた義務化の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

（３）県負担・補助率の考え方

　　県条例の施行に要する費用であることから、県が負担すべきである。
（４）類似事業の有無
　　活火山において登山届の提出を促進する事業は無い。

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	13,770
	業務委託料等

	その他
	2,092
	地元関係者等との調整に係る事務経費

	合計
	15,862
	


	　決定額の考え方　

　要求額を精査し、所要額を計上します。



４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　　　特になし。

（２）国・他県の状況

　　　内閣府が開催した「御嶽山噴火非常災害対策本部会議」において、年度内に火山における登山届の位置付けの明確化について、地方公共団体に働き掛けることが示された。

（３）後年度の財政負担

　　　条例改正後の広報啓発に加え、今後、白山や乗鞍岳など県内の活火山において火山ハザードマップが作成された後、再び条例改正を検討するため、施行に向けた財政負担も発生する。

（４）事業主体及びその妥当性

　　　県条例の施行に伴う経費であることから、県が事業主体となるべきである。

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　活火山における登山届の届出環境の整備や広報啓発活動等を実施することで、届出の促進を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	火山災害発生時の安否確認及び捜索救助活動に寄与することが目的であるため、目標を設定することは困難である。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

(１) 御嶽山の登山口に登山届ポストを設置（焼岳は設置済み）＜予定＞
（２）条例対象範囲の全ての登山届ポスト周辺に周知看板を設置＜予定＞
（３）新聞広告等による、登山届義務化の周知＜予定＞


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　改正条例の周知徹底が図られるとともに、届出環境の整備が進むことにより、登山届の提出促進が見込まれる。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	御嶽山噴火の際は、登山届提出の有無により、その後の安否確認及び捜索救助活動に大きな差があったことから、登山者に登山届の提出を義務付け、火山災害発生時の安否確認及び捜索救助活動の迅速化を図るため、岐阜県北アルプス地区における山岳遭難の防止に関する条例の改正に向けて準備をしているところ。
条例を確実に運用するためには、登山者への啓発活動や登山届の届出環境の整備が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	　


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
条例改正により義務化の対象となる御嶽山及び焼岳は、長野県と隣接している。登山者は県境を意識することなく登山することから、長野県と連携した対応が不可欠であり、長野県への働きかけを実施していく必要がある。

　また、改正条例の施行に向け運用方法の周知強化を行う必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

（条例制定後）条例の適正な運用に取り組む。


